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イ
ス
ラ
ー
ム
暦
は
、
聖
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
（
か
れ
の
上
に
平
安
あ
れ
）
の
、
メ
ッ
カ
か
ら
メ
デ
ィ
ー
ナ
ヘ
の
ヒ

ジ
ラ
（
聖
遷
）
の
年
を
そ
の
紀
元
元
年
と
し
て
い
る
。
預
言
者
の
メ
デ
ィ
ー
ナ
ヘ
の
脱
出
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
ラ
ビ

ウ
ル
ア
ッ
ワ
ル
（
三
月
）
の
八
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
の
設
定
は
、
ヒ
ジ
ラ
か
ら
十
六
年
た
っ
た
と
き
、

ア
リ
ー
の
進
言
に
よ
っ
て
第
二
代
カ
リ
フ
、
オ
マ
ー
ル
の
時
に
採
用
さ
れ
た
。
そ
れ
以
前
に
は
ア
ラ
ビ
ア
に
は
特
定

の
暦
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ジ
ラ
の
日
は
、
実
際
に
は
ラ
ビ
ウ
ル
ァ
ッ
ワ
ル
（
三
月
）
の
八
日
で
あ
っ
た
が
、

一
般
に
は
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
ム
ハ
ッ
ラ
ム
（
一
月
）
一
日
を
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
ヒ
ジ
ラ
（
メ
デ
ィ
ー
ナ
ヘ
の
聖
遷
）

の
日
と
し
て
祝
っ
て
い
る
。

仁
愛
慈
悲
の
ア
ッ
ラ
ー
の
み
名
に
よ
っ
て

一
、
イ
ス
ラ
ー
ム
暦

イ
ス
ラ
ー
ム
の
休
日
と
儀
式
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イ
ス
ラ
ー
ム
暦
は
、
地
球
を
ま
わ
る
月
の
軌
道
の
周
期
を
も
と
に
し
て
い
る
。
一
ヶ
月
は
、
新
月
の
日
か
ら
次
の

新
月
ま
で
で
、
そ
の
月
に
よ
っ
て
は
一
日
半
の
違
い
が
あ
り
（
月
の
周
期
の
平
均
は
、
二
十
九
日
と
十
二
時
間
四
十

四
分
）
月
の
運
行
を
も
と
に
し
た
一
ケ
月
は
二
十
九
日
と
三
十
日
か
ら
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
月
で
も
、

例
え
ば
断
食
の
月
ラ
マ
ダ
ー
ン
（
九
月
）
は
、
年
に
よ
っ
て
二
十
九
日
か
三
十
日
で
あ
る
。
一
年
は
十
二
ケ
月
で
あ

る
か
ら
、
陰
暦
の
一
年
の
総
日
数
は
、
年
に
よ
っ
て
三
五
三
日
、
三
五
四
日
ま
た
は
三
五
五
日
で
あ
る
。
陰
暦
の
日

付
は
太
陽
暦
と
は
少
し
ず
つ
ず
れ
て
い
き
、
約
三
十
二
年
毎
に
元
に
戻
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

イ
ス
ラ
ー
ム
暦
の
十
二
ケ
月
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
一
月
ム
ハ
ッ
ラ
ム
第
二
月
サ
フ
ァ
ー
ル

第
三
月
ラ
ビ
ウ
ル
ア
ッ
ワ
ル
第
四
月
ラ
ビ
ウ
サ
ー
ニ

第
五
月
ジ
ャ
マ
ダ
ル
ア
ッ
ワ
ル
第
六
月
ジ
ュ
マ
ダ
ル
サ
ー
’
一

第
七
月
ラ
ジ
ャ
ブ
第
八
月
シ
ャ
バ
ー
ン

第
九
月
ラ
マ
ダ
ー
ン

第
十
月
シ
ャ
ワ
ｊ
ル

第
十
一
月
ズ
ル
・
カ
ィ
ダ
ー
第
十
二
月
ズ
ル
・
ヒ
ッ
ジ
ャ
ー

一
日
の
変
わ
り
め
は
、
夜
中
の
十
二
時
で
は
な
く
、
夕
方
の
日
没
時
と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば

ラ
ジ
ャ
ブ
（
第
七
月
）
二
十
七
日
の
夜
は
、
実
は
二
十
六
日
の
日
没
か
ら
二
十
七
日
の
夜
明
け
ま
で
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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ｌ
鯨
週
の
金
曜
日
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
と
っ
て
は
特
別
の
日
で
あ
る
。
そ
れ
は
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
と
っ

て
愛
務
（
フ
ァ
ル
ド
）
と
し
て
の
集
団
礼
拝
の
日
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
の
節
で
詳
し
く
説
明
す
る
。

２
預
言
背
の
い
わ
れ
た
こ
と
、
す
な
わ
ち
ス
ン
ナ
で
定
め
ら
れ
て
い
る
祭
日
は
次
の
二
つ
で
あ
る
。

ａ
イ
ー
ド
ゥ
ル
・
フ
ィ
ト
ル
（
断
食
明
け
の
祭
）
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
（
第
十
月
）
一
日
．

ｂ
イ
ー
ド
ゥ
ル
・
ア
ド
ハ
（
犠
牲
祭
）
、
ズ
ル
・
ヒ
ッ
ジ
ャ
ー
（
第
十
二
月
）
十
日

３
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
祝
っ
て
い
る
こ
れ
以
外
の
祭
日
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
イ
ス
．
ラ
ー
ム
の
歴

史
の
中
の
出
来
事
を
も
と
に
し
た
も
の
で
、
ク
ル
ァ
ー
ン
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
教
徒
と
し
て
の
つ
と
め
（
フ
ァ
ル
ド
）

で
も
な
く
、
預
言
者
の
慣
行
と
し
て
の
ス
ン
ナ
で
も
な
い
。

ａ
、
ヒ
ジ
ラ
の
日
（
預
言
者
の
メ
デ
ィ
ー
ナ
ヘ
の
聖
遷
の
日
）

第
一
月
（
ム
ハ
ッ
ラ
ム
）
一
日

ｂ
、
ミ
ラ
ド
ゥ
ン
ナ
ビ
（
預
言
者
生
誕
の
日
）

第
三
月
．
（
ラ
ビ
ウ
ル
ア
ッ
ワ
ル
）
の
十
二
日

ｃ
、
ラ
イ
ラ
ト
ゥ
ル
・
カ
ド
ゥ
ル
（
み
い
つ
の
夜
）

二
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
休
日
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１
金
曜
日
（
ジ
ュ
マ
ァ
）

金
曜
日
（
ジ
ュ
マ
ァ
）
は
、
定
め
ら
れ
た
集
団
礼
拝
（
サ
ラ
ー
ト
）
の
日
で
、
こ
の
日
は
す
べ
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
に
と
っ
て
宗
教
的
・
社
会
的
に
特
別
の
意
義
を
も
っ
て
い
る
。
本
来
は
、
毎
日
の
礼
拝
の
つ
と
め
も
集
団
で
行

う
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
特
に
要
求
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
い
。
し
か
し
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の

成
年
男
子
は
す
べ
て
、
金
曜
日
の
礼
拝
を
集
団
で
行
う
こ
と
が
義
務
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
女
性
の
場
合
峰
本
人

の
気
持
次
第
と
さ
れ
て
い
る
。

ジ
ュ
マ
ァ
の
礼
拝
の
準
備
と
し
て
、
人
び
と
は
朝
の
う
ち
に
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
る
か
、
沐
浴
を
し
て
身
を
清
め
、

清
潔
な
衣
服
を
身
に
つ
け
て
、
ネ
ギ
や
一
一
ソ
’
一
ク
の
よ
う
に
不
快
な
臭
気
を
残
す
食
物
を
と
ら
な
い
事
に
な
っ
て
い

ブ
（
ぜ
。

イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
で
は
、
金
曜
日
の
礼
拝
は
モ
ス
ク
で
行
わ
れ
る
。
し
か
し
、
モ
ス
ク
の
数
が
き
わ
め
て
少
い
と

第
九
月
（
ラ
マ
ダ
ー
ン
）
の
最
後
の
十
日
間
の
う
ち
の
奇
数
日

ｄ
、
ラ
イ
ラ
ト
ゥ
ル
・
イ
ス
ラ
ー
・
ワ
ル
・
ミ
ァ
ラ
ー
ジ
ュ
（
預
言
者
昇
天
の
日
）

第
七
月
（
ラ
ジ
ャ
ブ
）
二
十
七
日
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金
咄
Ⅱ
の
礼
排
は
他
の
す
べ
て
の
集
間
礼
拝
の
場
合
と
同
様
に
、
選
ば
れ
た
イ
マ
ー
ム
が
指
導
す
る
。
礼
拝
の
前

に
、
イ
マ
ー
ム
が
参
集
荷
に
ホ
ト
バ
（
説
教
）
を
行
う
が
、
こ
れ
は
神
へ
の
つ
と
め
の
一
つ
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
は

勝
雁
に
礼
拝
し
た
り
喋
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
イ
マ
ー
ム
の
言
葉
に
真
剣
に
耳
を
か
た
む
け
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
イ
マ
ー
ム
の
説
教
は
、
短
い
間
隔
を
お
い
て
二
つ
に
分
け
て
行
わ
れ
る
。
最
近
起
っ
た
で
き
事
、

す
な
わ
ち
側
の
内
外
を
問
わ
ず
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
か
か
え
て
い
る
い
ろ
い
ろ
の
問
題
や
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
節

や
ハ
デ
ィ
ー
ス
の
注
釈
な
ど
を
、
そ
の
話
題
に
す
る
の
が
よ
い
と
さ
れ
て
い
る
。
金
曜
日
の
説
教
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
の
此
任
と
侭
務
に
つ
い
て
説
き
、
世
の
中
の
動
き
を
知
り
、
ま
た
信
者
同
志
の
精
神
的
連
帯
を
深
め
る
た
め
の

浜
段
と
し
て
現
在
ま
で
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
し
て
今
後
も
そ
う
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
イ
マ
ー
ム
の
説
教
は
、

丁
咽
銘
イ
ー

神
へ
の
讃
美
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
（
か
れ
の
上
に
平
安
あ
れ
）
と
か
れ
の
教
友
た
ち
へ
の
祝
福
、
お
よ
び
す
べ
て

の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
へ
の
祈
り
に
終
始
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

金
曜
日
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
集
団
礼
拝
の
日
で
あ
る
か
ら
、
ユ
ダ
ヤ
教
や
キ
リ
ス
ト
教
の
安
息
日
や
日
曜
日

に
よ
く
似
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際
に
は
同
じ
で
は
な
い
。
前
記
の
二
つ
の
宗
教
で
安
息
日
を
定
め
た
理
由

朝
ま
れ
る
。

こ
ろ
で
は
、
儒
行
の
災
り
易
い
適
当
な
場
所
を
礼
拝
の
目
的
に
使
う
の
が
よ
い
。
一
つ
の
共
同
社
会
の
中
に
住
む
イ

ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
と
っ
て
は
、
金
曜
日
の
礼
拝
を
行
う
た
め
に
、
何
か
一
定
の
恒
久
的
施
設
を
定
め
て
お
く
こ
と
が

－9－



は
、
創
造
値
で
あ
ら
れ
る
神
が
天
地
創
造
の
た
め
六
日
間
「
働
き
」
、
七
日
目
に
は
「
休
み
を
と
っ
た
」
と
い
う
こ

と
が
ら
、
人
々
も
創
造
主
と
同
じ
よ
う
に
、
七
日
毎
に
一
日
「
安
息
」
を
と
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
を
も
と
に
し
た

も
の
で
あ
る
。
（
旧
約
聖
書
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
第
二
十
章
第
八
’
十
一
節
参
照
）
こ
の
考
え
方
は
イ
ス
ラ
ー
ム
の
そ

れ
と
は
堆
本
的
に
相
反
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
全
能
の
神
ア
ッ
ラ
ー
は
、
自
ら
の
天
地
創
造
の
仕
事
に
疲
れ
、

休
息
を
必
愛
と
し
た
と
い
う
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
、
ジ
ュ
マ
ァ
（
金
曜
）
の

礼
拝
の
、
で
も
、
普
通
の
日
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
の
仕
事
に
励
ん
で
も
よ
い
の
で
あ
る
。

ア
ッ
ラ
ー
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
の
中
で
次
の
通
り
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

な
ん
じ
ら
循
仰
す
る
も
の
よ

集
会
の
Ｈ
の
礼
拝
に

呼
び
出
し
が
唱
え
ら
れ
た
な
ら
ば

ア
ッ
ラ
ー
を
念
ず
る
こ
と
に
真
剣
に
急
ぎ

商
売
か
ら
は
な
れ
よ
。

も
し
な
ん
じ
ら
に
わ
か
っ
て
い
る
な
ら
ば

そ
れ
が
な
ん
じ
ら
の
た
め
に
最
も
良
い
。
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1

２
ス
ン
ナ
に
基
づ
く
祭
事

ａ
、
イ
ー
ド
ゥ
ル
・
フ
ィ
ト
ゥ
ル
（
断
食
明
け
の
祭
）

ｂ
、
イ
ー
ド
ゥ
ル
・
ア
ド
ハ
（
犠
牲
祭
）

「
イ
ー
ド
」
は
ア
ラ
ビ
ア
語
で
、
「
幸
福
や
歓
び
を
祝
う
」
と
い
う
意
味
で
、
こ
れ
に
は
イ
ー
ド
ウ
ル
・
フ
ィ
ト

ル
と
イ
ー
ド
ゥ
ル
・
ア
ド
ハ
の
二
つ
が
あ
り
、
前
者
は
断
食
月
ラ
マ
ダ
ー
ン
の
終
っ
た
翌
日
の
第
十
月
一
日
を
断
食
明

け
と
し
て
祝
い
、
後
者
は
ハ
ッ
ジ
（
大
巡
礼
）
の
行
事
が
終
っ
た
翌
日
の
、
ズ
ル
・
ヒ
ッ
ジ
ャ
ー
（
第
十
二
月
）
の

十
日
を
祝
う
犠
牲
祭
で
あ
る
。

礼
拝
が
終
っ
た
な
ら
ば

な
ん
じ
ら
は
大
地
に
拡
が
り

ア
ッ
ラ
ー
の
恩
典
を
求
め
よ

ア
ッ
ラ
ー
を
た
た
え
、
多
く
唱
念
し
ま
つ
れ

お
そ
ら
く
な
ん
じ
ら
は
栄
え
る
で
あ
ろ
う
。

（
第
六
二
集
礼
章
九
’
十
節
）
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預
言
者
ム
ハ
．
ン
マ
ド
（
か
れ
の
上
に
平
安
あ
れ
）
が
メ
ッ
カ
を
脱
出
し
て
メ
デ
ィ
ー
ナ
ヘ
着
い
た
と
き
、
か
れ
は

街
の
人
び
と
が
余
り
に
も
多
く
の
祭
事
を
祝
っ
て
い
る
事
を
知
り
、
異
教
徒
の
こ
れ
ら
の
祭
事
を
と
り
や
め
、
ア
ッ

ラ
ー
が
定
め
た
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
と
っ
て
の
二
つ
の
祭
事
、
す
な
わ
ち
二
つ
の
イ
ー
ド
だ
け
を
祝
う
よ
う
、
イ

ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
告
げ
た
。
こ
の
二
つ
の
イ
ー
ド
は
、
す
べ
て
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
個
人
個
人
、
お
よ
び
イ
ス
ラ
ー

ム
社
会
全
体
の
た
め
の
感
謝
と
祝
福
の
日
で
あ
る
。
イ
ー
ド
ゥ
ル
・
フ
ィ
ト
ル
は
、
断
食
の
つ
と
め
が
終
っ
た
こ
と

を
、
そ
し
て
イ
ー
ド
ゥ
ル
・
ア
ド
ハ
は
巡
礼
の
つ
と
め
が
終
っ
た
こ
と
を
祝
う
も
の
で
あ
り
、
断
食
と
巡
礼
の
二
つ

は
唯
一
の
神
ア
ッ
ラ
ー
に
仕
え
る
わ
れ
わ
れ
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
重
要
な
つ
と
め
で
あ
る
。
（
断
食
と
巡
礼
の
く
わ

し
い
こ
と
は
、
噺
セ
ン
タ
ー
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ド
、
イ
ス
ラ
ー
ム
入
門
シ
リ
ー
ズ
を
参
照
さ
れ
た
い
）

．
「
イ
ー
ド
」
は
歓
び
と
し
あ
わ
せ
の
場
で
あ
る
け
れ
ど
、
軽
率
に
振
舞
っ
た
り
、
食
べ
す
ぎ
た
り
し
て
快
楽
の
奴

隷
と
な
っ
て
し
ま
っ
て
は
な
ら
な
い
。
「
イ
ー
ド
」
に
わ
れ
わ
れ
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
感
じ
る
歓
び
と
は
、
充
足
感

丁
ツ
フ
ー

に
あ
る
。
そ
れ
は
規
律
・
偏
心
、
そ
し
て
集
団
礼
拝
に
つ
い
て
の
神
の
み
こ
と
ば
を
守
っ
た
と
い
う
精
神
的
よ
る
こ

び
で
あ
る
。

グ
ッ
ラ
Ｉ

・
・
つ
の
「
イ
ー
ド
」
の
、
に
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
ま
ず
神
へ
の
礼
拝
を
行
い
、
そ
し
て
困
窮
者
へ
の
喜
捨
、

友
人
縁
行
の
妨
門
、
臘
物
の
交
換
な
ど
を
し
て
一
日
を
過
す
の
で
あ
る
。
「
イ
ー
ド
」
の
精
神
は
、
平
和
と
寛
容
の

納
神
に
あ
り
、
こ
の
Ⅱ
に
は
人
び
と
は
、
こ
れ
ま
で
隣
人
に
抱
い
て
い
た
怨
恨
や
悪
意
を
す
べ
て
忘
れ
て
、
こ
の
日
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を
友
愛
の
精
神
で
、
新
し
い
人
間
関
係
を
培
う
門
出
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

「
イ
ー
ド
」
の
日
の
礼
拝
は
、
日
の
出
か
ら
正
午
ま
で
の
間
に
行
い
、
ジ
ュ
マ
ァ
の
礼
拝
と
同
じ
よ
う
に
集
団
で

行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
女
性
の
場
合
は
、
も
し
希
む
な
ら
家
庭
で
礼
拝
し
て
も
よ
く
、
い
づ
れ
の
場

合
で
も
礼
拝
の
前
に
は
必
ず
沐
浴
し
て
身
を
清
め
、
清
潔
な
衣
服
を
身
に
つ
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
・
「
イ
ー
ド
」

の
礼
拝
（
入
門
シ
リ
ー
ズ
「
サ
ラ
ー
ト
」
参
照
）
の
あ
と
金
曜
日
の
礼
拝
と
同
じ
よ
う
に
、
イ
マ
ー
ム
の
説
教
が
二

回
に
分
け
て
行
わ
れ
る
。
イ
ー
ド
ゥ
ル
・
フ
ィ
ト
ル
（
断
食
明
け
の
祭
）
の
説
教
で
は
、
イ
マ
ー
ム
は
参
集
者
に
対

し
て
、
断
食
明
け
の
寄
附
金
（
サ
ダ
カ
・
ア
ル
フ
ィ
ト
ゥ
ル
）
の
つ
と
め
を
果
す
よ
う
に
呼
び
か
け
、
イ
ー
ド
ゥ
ル

・
ア
ド
ハ
（
椴
牲
祭
）
の
と
き
は
、
犠
牲
の
つ
と
め
を
人
び
と
に
強
く
説
く
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
「
イ
ー
ド
」
の

日
と
そ
の
次
の
二
日
間
、
す
な
わ
ち
ズ
ル
・
ヒ
ッ
ジ
ャ
ー
（
第
十
二
月
）
の
十
日
、
十
一
日
、
十
二
日
に
は
、
一
家

族
に
つ
き
山
羊
か
羊
一
頭
を
、
そ
し
て
七
家
族
に
つ
き
牛
一
頭
を
犠
牲
に
捧
げ
る
。
肉
の
三
分
の
一
は
自
分
た
ち
で

用
い
、
残
り
の
三
分
の
二
は
生
肉
の
ま
ま
貧
し
い
人
々
に
分
け
た
り
、
友
人
や
縁
者
へ
の
贈
物
と
す
る
。

ａ
史
実
に
も
と
づ
く
祭
事

ａ
、
ヒ
ジ
ラ
の
日
（
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
、
メ
デ
ィ
ー
ナ
聖
遷
の
日
）

~
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ヒ
ジ
ラ
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
史
上
も
っ
と
も
意
義
深
い
で
き
事
で
あ
り
、
こ
の
日
を
も
っ
て
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
の
成

功
と
拡
大
へ
の
出
発
を
画
す
る
も
の
で
あ
る
。
メ
ッ
カ
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
ひ
ど
い
迫
害
を
受
け
、
自
ら
の

生
命
財
産
の
安
全
さ
え
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
自
分
た
ち
の
集
会
を
持
っ
た
り
、
宗
教
的
行
事
は
公
然
と
行
え
ず
、
社

会
的
・
政
治
的
な
影
響
力
を
持
つ
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
が
メ
ッ
カ
で
受
け
た
こ
の
よ
う
な
試

練
と
苦
難
は
、
神
の
許
し
の
も
と
に
メ
デ
ィ
ー
ナ
ヘ
脱
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
。

メ
デ
ィ
ー
ナ
の
人
び
と
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
を
受
け
入
れ
、
預
言
者
（
か
れ
の
上
に
平
安
あ
れ
）
を
か
れ
ら
の
指
導

者
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。
軍
事
的
な
攻
撃
は
依
然
と
し
て
繰
り
返
し
加
え
ら
れ
た
け
れ
ど
も
、
ひ
と
ま
ず
メ
ッ
カ
の

人
間
た
ち
の
継
続
的
な
迫
害
か
ら
逃
れ
、
か
れ
ら
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
た
ち
は
一
つ
の
宗
教
社
会
を
形
成
し
、
神
の
み

心
に
従
っ
て
行
動
し
、
宗
教
を
実
践
、
布
教
し
、
次
第
に
そ
の
力
を
結
集
し
て
行
っ
た
。
預
言
者
の
ヒ
ジ
ラ
（
メ
デ

ィ
ー
ナ
ヘ
の
聖
遷
）
を
記
念
し
て
、
第
二
代
カ
リ
フ
の
オ
マ
ー
ル
は
、
預
言
者
の
教
友
た
ち
と
相
談
し
、
ヒ
ジ
ラ
暦

の
ム
ハ
ッ
ラ
ム
（
第
一
月
）
一
日
（
西
暦
六
二
二
年
七
月
十
五
日
）
を
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
の
一
月
一
日
と
す
る
こ
と
に

の
ム
ハ

し
た
。

の
で
あ
る
。

ｂ
、
ミ
ラ
ド
ゥ
ン
ナ
ビ
（
預
言
者
生
誕
の
日
）

ヒ
ジ
ラ
の
日
に
は
、
人
び
と
は
互
い
に
挨
拶
を
交
し
、
預
言
者
と
そ
の
教
友
た
ち
の
話
を
し
て
、
そ
の
日
を
祝
う
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ミ
ラ
ド
ゥ
ン
ナ
ビ
は
、
聖
預
言
者
（
か
れ
の
上
に
平
安
あ
れ
）
の
誕
生
日
の
祝
い
で
あ
る
。
ム
ハ
ン
マ
ド
は
ヒ
ジ

ラ
（
聖
遷
）
の
五
四
年
前
の
三
月
十
三
日
（
西
暦
五
七
○
年
八
月
二
十
日
）
の
早
朝
に
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
。

ム
ハ
ン
マ
ド
は
「
最
後
の
預
言
者
」
（
聖
ク
ル
ァ
ー
ン
三
三
章
四
○
節
）
で
あ
り
、
ク
ル
ァ
ー
ン
の
受
託
者
、
人
類

へ
の
岐
後
に
し
て
完
壁
な
、
神
の
使
徒
で
あ
る
。
預
言
者
の
行
な
っ
た
こ
と
は
、
す
べ
て
の
時
代
と
地
域
を
通
し
て
、

す
べ
て
の
人
が
守
る
べ
き
模
範
で
あ
る
。
ム
ハ
ン
マ
ド
を
通
し
て
、
神
は
真
実
の
教
え
イ
ス
ラ
ー
ム
を
完
成
し
、
人

類
に
対
す
る
神
の
目
的
を
強
調
し
た
。
聖
預
言
者
は
聖
ク
ル
ア
ー
ン
ニ
十
章
一
○
七
節
に
述
べ
て
あ
る
と
お
り
、
「

よ
ろ
ず
の
世
へ
の
慈
悲
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

各
地
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
、
こ
の
日
を
心
か
ら
祝
福
す
る
。
繰
り
返
し
て
い
う
が
、
こ
の
日
は
軽
は
ず
み
に
浮

か
れ
た
行
動
を
と
っ
た
り
快
楽
を
追
い
求
め
る
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
内
面
的
な
歓
び
や
幸
福
を
求
め
る
た
め
の

も
の
で
あ
る
。
こ
の
日
に
は
、
全
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
で
集
会
が
開
か
れ
拾
人
び
と
は
預
言
者
の
誕
生
、
少
年
期
、
成

年
期
、
か
れ
の
宗
教
法
話
、
人
と
な
り
、
冷
酷
な
反
対
者
か
ら
の
受
難
と
か
れ
ら
に
対
す
る
寛
容
さ
、
あ
ら
ゆ
る
局

面
で
の
忍
耐
心
、
メ
デ
ィ
ー
ナ
ヘ
の
聖
遷
、
人
と
の
接
し
方
、
戦
場
で
の
そ
の
勇
敢
な
指
揮
ぶ
り
、
人
間
の
魂
を
超

越
し
た
、
神
の
恩
恵
に
よ
る
最
終
的
な
勝
利
、
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
う
の
で
あ
る
。

ま
た
イ
ス
ラ
ー
ム
暦
の
三
月
十
二
日
が
預
言
者
の
出
生
の
日
と
し
て
祝
福
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
ラ
ビ
ウ
ル
ア
ッ

ワ
ル
（
三
月
）
の
一
ヶ
月
間
が
預
言
者
の
「
誕
生
月
」
と
し
て
祝
福
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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ｃ
、
ラ
イ
ラ
ト
ゥ
ル
・
カ
ド
ゥ
ル
（
み
い
つ
の
夜
）

預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
（
か
れ
の
上
に
平
安
あ
れ
）
が
、
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
を
通
じ
て
ア
ッ
ラ
ー
の
啓
示
を
最
初
に

受
け
た
夜
は
、
「
ラ
イ
ラ
ト
ゥ
ル
・
カ
ド
ゥ
ル
」
（
み
い
つ
の
夜
）
と
ク
ル
ァ
ー
ン
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
時
ム

ハ
ン
マ
ド
は
四
十
才
で
あ
っ
た
。
天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル
が
預
言
者
に
伝
え
た
最
初
の
言
葉
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
ア
ッ
ラ
ー
と
諸
天
使
は

聖
預
言
者
を
祝
福
す
る
。

信
仰
す
る
者
た
ち
よ

な
ん
じ
ら
も
か
れ
を
祝
福
し

最
大
の
敬
意
を
払
っ
て
あ
い
さ
つ
せ
よ
。

（
第
三
三
連
盟
章
五
六
節
）

読
め
、
創
造
し
た
ま
え
る
方

な
ん
じ
の
主
の
み
名
に
よ
っ
て

一
凝
血
か
ら
、
人
間
を
つ
く
り
た
も
う
た
。

毒
の
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預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
ヘ
の
ク
ル
ァ
ー
ン
の
伝
達
は
、
二
十
三
年
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
か
れ
の
死
の
直
前
に
終

っ
て
い
る
。
最
後
の
啓
示
は
ク
ル
ア
ー
ン
の
第
五
章
第
四
節
で
あ
る
。

ラ
マ
ダ
ー
ン
月
（
第
九
月
）
の
ど
の
夜
が
ラ
イ
ラ
ト
ゥ
ル
・
カ
ド
ゥ
ル
（
み
い
つ
の
夜
）
で
あ
る
か
を
確
か
め
る

方
法
は
な
い
け
れ
ど
も
、
ハ
デ
ィ
ー
ス
（
預
言
者
の
言
行
録
）
に
は
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
最
後
の
十
日
間
の
奇
数
日

の
夜
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。
い
く
つ
か
の
イ
ス
ラ
ー
ム
教
国
で
は
、
第
九
月
二
十
七
日
の
夜
Ｉ
正
確
に
は
二
十

六
日
の
日
没
か
ら
二
十
七
日
の
夜
明
け
ま
で
ｌ
を
「
ラ
イ
ラ
ー
ト
ゥ
ル
・
カ
ド
ゥ
ル
（
み
い
つ
の
夜
）
」
と
し
て
祝

っ
て
い
る
。
「
み
い
つ
の
夜
」
に
つ
い
て
は
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
次
の
よ
う
な
言
葉
が
み
ら
れ
る
。

読
め
、
な
ん
じ
の
主
は

こ
よ
な
く
尊
貴
で
あ
ら
せ
ら
れ

筆
に
よ
っ
て
教
え
た
も
う
方

何
も
知
ら
な
か
っ
た
人
間
に

教
え
た
ま
え
る
方
で
あ
ら
れ
る
。

（
第
九
六
凝
血
章
一
’
五
節
）

j
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「
み
い
つ
の
夜
」
の
何
時
間
か
を
、
人
び
と
は
ク
ル
ア
ー
ン
を
読
み
、
規
定
の
礼
拝
や
追
加
礼
拝
、
そ
し
て
神
へ

の
祈
り
の
た
め
に
費
や
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
た
し
か
に
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
一
ケ
月
に
わ
た
っ
て
、
人
び
と
は
断
食
、

礼
拝
、
慈
善
と
善
行
に
専
念
す
る
。
（
当
セ
ン
タ
ー
発
行
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
「
断
食
」
を
参
照
の
こ
と
）
預
言
者
の

妻
ア
ィ
ー
シ
ャ
は
、
神
の
使
徒
ム
ハ
ン
マ
ド
は
、
ラ
マ
ダ
ー
ン
月
の
最
後
の
十
日
間
は
、
神
に
仕
え
る
た
め
に
、
ほ

ま
こ
と
に
わ
れ
は
み
い
つ
の
夜
に

こ
の
ク
ル
ァ
ー
ン
を
啓
示
し
た
。

み
い
つ
の
夜
が
何
で
あ
る
か
を

な
ん
じ
に
理
解
さ
せ
る
も
の
は
何
か
。

み
い
つ
の
夜
は
千
月
よ
り
も
ま
さ
る
。

そ
の
夜
、
諸
天
使
と
聖
霊
ガ
ブ
リ
エ
ル
が

主
の
許
し
の
も
と
に

よ
る
ず
の
神
命
を
も
た
ら
し
て
下
る
。

暁
の
明
け
る
ま
で
、
そ
れ
は
平
安
で
あ
る
。

（
第
九
七
み
い
つ
章
一
’
五
節
）

3
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か
の
日
々
以
上
に
努
力
さ
れ
た
と
伝
え
て
い
る
。

ｄ
、
預
言
者
昇
天
の
巳
（
ラ
イ
ラ
ッ
ト
ゥ
ル
イ
ス
ラ
・
ワ
ル
ミ
ラ
ー
ジ
）

聖
預
言
者
（
か
れ
の
上
に
平
安
あ
れ
）
が
神
の
使
徒
と
な
っ
て
か
ら
十
年
目
の
ラ
ジ
ャ
ブ
（
七
月
）
二
十
七
日
の

ア
ッ
ラ
ー

夜
、
か
れ
は
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
最
も
す
ぐ
れ
た
洞
察
力
を
も
っ
て
、
い
く
つ
か
の
神
の
み
し
る
し
を
目
に
し

た
。

神
の
栄
光
を
た
た
え
ま
つ
る

そ
の
し
も
べ
（
ム
ハ
ン
マ
ド
）
を

聖
な
る
神
殿
（
カ
ァ
バ
）
か
ら
、

そ
の
四
囲
を
わ
れ
が
祝
福
し
た

至
達
の
聖
霊
拝
殿
（
エ
ル
サ
レ
ム
の
ソ
ロ
モ
ン
神
殿
の
遺
跡
）
へ
夜
間
旅
を
さ
せ
た
。

わ
が
種
々
の
し
る
し
を

か
れ
．
（
ム
ハ
ン
マ
ド
）
に
見
せ
る
た
め
で
あ
る
。

ま
こ
と
に
神
こ
そ
は

全
聴
者
・
全
視
者
で
あ
ら
れ
る
。

「
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ア
シ
弓
ｆ

こ
の
表
明
に
よ
っ
て
、
神
は
預
言
者
を
、
人
間
と
し
て
到
達
し
う
る
最
高
の
精
神
的
高
み
に
ま
で
ひ
き
上
げ
ら
れ

ア
ッ
ラ
６
●

た
。
こ
の
夜
、
一
日
五
回
の
礼
拝
（
サ
ラ
ー
ト
）
が
神
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
み
い
つ
の
夜
」
、
イ

ス
ラ
ー
ム
鈴
訟
庇
は
ク
ル
ア
ー
ン
を
読
み
、
礼
拝
を
繰
り
返
し
行
い
、
こ
の
夜
を
祝
っ
て
す
ご
す
の
で
あ
る
。

（
第
十
七
イ
ス
ラ
エ
ル
章
第
一
節
）

､
，I
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ｆ
婚
姻
契
約
（
ア
ク
ド
・
ニ
カ
ー
）

イ
ス
ラ
ー
ム
の
数
え
で
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
結
婿
し
、
相
互
の
愛
情
、
協
調
そ
し
て
尊
敬
の
念
を
も
っ
て
共

に
唯
柵
し
、
子
供
を
椎
ん
で
敬
度
な
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
育
て
上
げ
る
よ
う
、
人
び
と
に
す
す
め
て
い
る
。
イ
ス
ラ

ー
ム
で
い
う
結
蟠
と
は
、
一
つ
の
巾
以
契
約
、
す
な
わ
ち
神
と
人
の
前
で
解
っ
た
二
人
の
人
間
の
相
互
協
約
で
あ
っ

て
、
そ
こ
に
は
何
ら
神
秘
的
と
か
聖
礼
典
的
な
意
味
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

イ
ス
．
ラ
ー
ム
で
は
、
職
業
的
な
僧
職
は
存
在
し
な
い
の
で
、
も
ち
ろ
ん
結
婚
そ
の
も
の
の
形
を
と
と
の
え
る
た
め

に
は
必
挫
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、
新
郎
と
新
婦
の
間
を
司
ど
る
専
門
職
の
人
は
必
要
と
し
な
い
。
二
人
の
結
婚
に
と

う
て
必
ず
必
喫
な
こ
と
は
、
結
婚
の
醤
い
を
交
す
時
の
証
人
と
し
て
、
成
人
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
二
人
の
立
会
い
と
、

そ
の
結
婚
を
一
般
に
公
表
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
法
で
定
め
ら
れ
て
い
る
最
低
限
の
必
要
と
さ

れ
る
手
続
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
の
慣
習
と
し
て
は
、
結
婚
の
日
ど
り
を
あ
ら
か
じ
め
公
表
し
、
結
婚
式

に
は
双
〃
の
友
人
や
縁
背
が
出
席
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
式
の
形
式
や
飾
り
つ
け
は
、
当
事
者
の
好
み
通
り
に

し
て
、
ど
の
よ
う
な
形
式
で
行
っ
て
も
よ
い
が
、
い
づ
れ
に
し
て
も
、
二
人
の
結
婚
は
ク
ル
ア
ー
ン
に
示
さ
れ
て
い

ア
ッ
ラ
ー

る
よ
う
に
、
神
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
心
に
念
じ
、
自
己
の
財
力
を
人
に
誇
示
し
た
り
、
浪
費

三
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
儀
式

『
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に
走
っ
た
り
し
て
は
な
ら
な
い
。

結
婚
の
式
は
、
適
当
な
集
会
所
で
い
つ
挙
式
し
て
も
よ
い
。
イ
ス
ラ
ー
ム
法
を
知
っ
て
い
る
者
な
ら
、
誰
で
も
結

婚
の
誓
約
交
換
を
司
会
し
て
も
よ
い
。
そ
の
人
は
ク
ル
ァ
ー
ン
の
数
節
を
唱
え
、
（
こ
の
場
合
、
第
一
章
フ
ァ
ー
テ

ィ
フ
ァ
と
二
十
八
章
の
第
二
二
’
二
八
節
が
最
適
で
あ
る
）
、
結
婚
の
社
会
的
宗
教
的
意
義
、
夫
と
妻
の
貴
任
と
義

務
を
説
き
、
そ
し
て
新
し
く
結
ば
れ
た
カ
ッ
プ
ル
に
神
の
祝
福
を
祈
る
の
で
あ
る
。
誓
約
の
交
換
に
は
、
次
の
言
葉

か
、
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
も
の
が
良
い
と
さ
れ
て
い
る
。

「
新
郎
（
新
婦
）
、
私
、
（
名
前
）
は
、
な
ん
じ
新
婦
（
新
郎
）
（
名
前
）
、
（
名
前
）
の
娘
（
息
子
）
、
を
神

の
み
前
、
そ
し
て
立
合
い
の
者
の
前
で
、
ク
ル
ア
ー
ン
と
ス
ン
ナ
の
教
え
に
従
っ
て
妻
（
夫
）
と
す
る
。
私
は
こ
の

結
婚
を
神
へ
の
従
属
の
一
つ
の
行
為
と
み
な
し
、
相
互
の
愛
情
、
慈
愛
、
平
和
、
真
実
お
よ
び
協
力
関
係
を
も
つ
こ

と
に
最
善
の
努
力
を
す
る
こ
と
を
誓
う
。
ア
ッ
ラ
－
よ
、
わ
が
証
人
と
な
り
た
ま
え
。
神
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
の
最
高

の
証
人
で
あ
ら
れ
る
。
ア
ー
ミ
ン
。
」

口
頭
に
よ
る
こ
の
誓
約
の
取
り
支
わ
し
の
ほ
か
に
、
新
郎
と
新
婦
は
契
約
書
三
超
に
サ
イ
ン
し
、
立
合
人
の
ほ
か

に
少
く
と
も
二
人
の
証
人
が
こ
れ
に
サ
イ
ン
す
る
も
の
と
す
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
で
は
、
う
ち
一
通
を
最
寄
り
の

裁
判
所
に
提
出
し
、
他
の
二
通
は
当
事
首
二
人
が
そ
れ
ぞ
れ
一
通
づ
っ
保
持
す
る
。
（
わ
が
国
で
は
、
こ
の
ほ
か
に

法
的
手
続
き
と
し
て
役
所
へ
婚
姻
届
け
を
提
出
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
）

》
、
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犬
は
産
に
対
し
て
、
何
ら
か
の
形
の
結
婚
の
贈
物
（
マ
フ
ル
）
を
す
る
こ
と
が
、
ク
ル
ア
ー
ン
で
も
定
め
ら
れ
て
い

い
る
。
金
銭
や
財
物
、
ま
た
は
何
か
ほ
か
の
か
た
ち
の
こ
の
贈
物
は
、
妻
の
法
定
財
産
と
な
り
、
夫
は
ど
ん
な
時
で

も
こ
れ
に
ｆ
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
贈
物
に
つ
い
て
は
、
次
の
話
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
あ
る
と
き
一

人
の
備
行
が
斑
奪
両
行
（
か
れ
の
上
に
平
安
あ
れ
）
の
所
に
来
て
「
私
は
と
て
も
貧
し
く
て
、
私
の
婚
約
者
に
何
も
与

え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
」
と
い
う
と
、
預
言
者
は
「
お
ま
え
は
ク
ル
ア
ー
ン
の
章
を
ど
れ
か
知
っ
て
い
る
か
」
と

聞
い
た
。
男
が
「
知
う
て
お
り
ま
す
」
と
答
え
る
と
、
預
言
者
は
「
妻
へ
の
贈
物
と
し
て
、
お
ま
え
の
知
っ
て
い
る

ク
ル
ア
ー
ン
を
彼
女
に
教
え
な
さ
い
」
と
命
じ
た
の
で
あ
る
。

あ
る
宗
教
で
は
、
イ
ト
コ
同
志
の
結
婚
は
許
さ
れ
て
い
な
い
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
で
は
許
さ
れ
て
い
る
。
ク
ル
ァ
ー

ン
に
は
、
結
婚
を
禁
じ
ら
れ
て
い
る
間
柄
の
男
女
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

な
ん
じ
ら
の
父
が
結
婚
し
た
こ
と
の
あ
る
女
と

結
婚
し
て
は
な
ら
ぬ
。

既
往
の
こ
と
は
き
わ
め
な
い
。

そ
れ
は
恥
ず
べ
く
憎
む
べ
き
で
あ
る
。

忌
ま
わ
し
い
道
で
あ
る
。

イ

急
笈
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イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
の
男
性
は
、
キ
リ
ス
ト
教
や
ユ
ダ
ヤ
教
の
女
と
結
婚
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

ま
た
怖
荷
の
貞
節
な
女

な
ら
び
に
な
ん
じ
ら
以
前
に

締
典
を
授
け
ら
れ
た
比
の
中
の
貞
節
な
女
は

な
ん
じ
ら
の
禁
じ
ら
れ
る
結
婚
は

な
ん
じ
ら
の
味
・
女
児
・
姉
妹
・
お
ば
・
姪
・
乳
母
・
乳
母
の
姉
妹
・
妻
の
母
・
妻
の
生
ん
だ
養
育
中
の
養
女

ｌ
災
と
の
性
関
係
が
な
い
う
ち
な
ら
よ
い
ｌ
・
息
子
の
妻
で
あ
る
。

ま
た
川
吟
に
ふ
た
り
の
姉
妹
を
め
と
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
夫
あ
る
女
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
。
“

だ
が
、
な
ん
じ
ら
の
右
手
の
所
有
す
る
も
の
は
別
で
あ
る
。

こ
れ
は
な
ん
じ
ら
に
対
す
る

ア
ッ
ラ
ー
の
お
き
て
で
あ
る
。

（
第
四
婦
人
章
二
一
’
二
四
節
）

ひ
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２
出
生

子
供
の
誕
生
は
祝
福
の
時
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
、
子
供
は
神
か
ら
の
授
り
も
の
で
あ
り
、
神
よ
り
託
さ

れ
た
も
の
と
み
な
し
て
い
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
諸
国
で
は
、
子
供
の
命
名
は
特
別
な
事
と
し
て
、
普
通
は
出
生
の
日
か

ら
七
日
目
に
こ
れ
を
行
う
。
縁
者
や
友
人
が
両
親
の
家
に
集
り
、
え
ル
ア
ー
ン
の
数
章
を
朗
論
し
た
の
ち
、
父
親
が

子
供
の
名
前
を
発
表
し
、
そ
の
後
で
祝
い
の
宴
を
催
す
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

預
言
者
ア
ブ
ラ
ハ
ム
（
か
れ
の
上
に
平
安
あ
れ
）
の
慣
習
に
従
う
も
の
は
、
男
の
子
に
割
礼
を
す
る
の
が
よ
い
と
、

預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
ス
ン
ナ
に
記
さ
れ
て
い
る
。

出
生
の
日
か
ら
七
日
目
、
十
四
日
目
お
よ
び
二
十
一
日
目
に
子
供
の
頭
を
剃
り
、
こ
の
と
き
貧
し
い
人
々
に
喜
捨

な
ん
じ
ら
が
こ
れ
に
妥
当
の
婚
資
を
与
え
た
と
き

両
人
が
み
だ
ら
に
な
が
れ
ず

ま
た
秘
密
の
情
事
も
な
い
と
き

（
結
婚
の
相
手
と
し
て
合
法
で
あ
る
。
）

（
第
五
食
卓
章
五
節
）
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を
与
え
る
こ
と
も
、
ス
ン
ナ
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

ａ
死
亡

死
は
現
世
で
の
生
涯
の
終
着
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
来
世
の
存
在
を
信
じ
て
い
る
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
に
と
っ
て
、

死
は
人
生
の
殻
終
点
で
は
な
く
て
、
た
だ
愛
す
る
も
の
と
の
一
時
の
別
離
で
あ
り
、
審
判
の
日
に
再
び
よ
み
が
え
り
、

も
し
神
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
再
び
家
族
と
ま
み
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
縁
者
や
友
人
の
死
は
悲

し
い
事
で
は
あ
る
が
、
ひ
ど
く
嘆
き
悲
し
ん
だ
り
、
大
声
で
泣
き
わ
め
い
た
り
し
て
と
り
乱
し
、
過
度
に
悲
し
み
を

ア
ッ
ラ
ー
・

衣
わ
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
行
為
は
神
の
意
志
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
人
の
死
の

知
ら
せ
を
受
け
た
ら
、
ま
ず
次
の
よ
う
に
唱
え
る
。

イ
ン
ナ
ー
リ
ッ
ラ
ー
ヒ
ワ
イ
ン
ナ
ー

ま
こ
と
に
わ
た
し
た
ち
は

ア
ッ
ラ
ー
の
も
の

か
れ
に
わ
た
し
た
ち
は
帰
る
の
だ
。

（
第
二
雌
牛
章
一
五
六
節
）

イ
ラ
イ
ヒ
ラ
ー
ジ
ウ
ー
ン
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親
類
の
者
や
友
人
た
ち
は
死
者
の
家
に
集
っ
て
、
遺
族
を
な
ぐ
さ
め
、
ク
ル
ア
ー
ン
を
吟
唱
し
、
死
者
の
た
め
神

の
許
し
と
慈
悲
を
祈
る
。

聖
預
言
者
（
か
れ
の
上
に
平
安
あ
れ
）
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
は
死
者
を
す
み
や
か
に
埋
葬
せ
よ
と
命
じ
て
い
る
。

遺
体
の
埋
葬
に
当
っ
て
は
、
死
者
の
身
体
を
洗
い
（
死
者
が
男
の
場
合
は
男
が
、
女
の
と
き
は
女
が
こ
れ
を
行
う
）
、

一
枚
か
二
枚
の
清
潔
な
白
布
で
包
み
、
担
架
に
載
せ
（
棺
に
納
め
る
の
も
よ
い
）
、
人
の
肩
に
か
つ
い
で
モ
ス
ク
か

墓
地
に
運
び
、
埋
葬
の
礼
拝
（
サ
ラ
ー
ト
・
ア
ル
ジ
ャ
ナ
ー
ザ
）
を
行
う
。
こ
の
埋
葬
の
礼
拝
は
、
イ
ス
ラ
ー
ム

教
徒
の
普
通
の
務
め
（
フ
ァ
ル
ド
・
キ
フ
ァ
ャ
）
で
あ
り
、
少
く
と
も
数
人
が
加
わ
る
が
、
関
係
者
全
員
が
参
加
す

る
こ
と
は
特
に
必
要
と
さ
れ
て
い
な
い
。
埋
葬
の
礼
拝
は
集
団
で
行
う
が
、
頭
を
深
く
垂
れ
た
り
（
ル
ク
ー
）
平
伏

（
サ
ジ
ダ
）
は
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

礼
拝
の
最
後
に
、
平
安
の
た
め
の
挨
拶
（
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
・
ア
ラ
イ
ク
ム
・
ワ
ラ
ハ
マ
ト
ウ
ル
ラ
ー
）
を
の
べ
、

そ
れ
か
ら
遺
体
を
埋
葬
す
る
。

地
上
に
あ
る
よ
ろ
ず
の
も
の
は
消
滅
す
る
。

だ
が
永
遠
に
変
ら
ぬ
も
の
は
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尊
厳
と
栄
養
に
満
ち
た
な
ん
じ
の
主
の
慈
顔
で
あ
る
。

（
第
五
五
仁
慈
者
章
二
六
’
二
七
節
）
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東
京

●
宗
敏
法
人
イ
ス
ラ
ミ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
ジ
ャ
パ
ン
０
３
（
４
６
０
）
６
１
６
９

収
爪
胤
渋
芥
Ⅸ
ｋ
脈
３
の
帥
の
Ⅲ
〒
旧

○
収
・
帆
イ
ス
う
ｌ
ム
マ
ス
ジ
ッ
ド
０
３
（
４
６
９
）
０
２
８
４

収
瓶
祁
渋
芥
Ⅸ
人
山
町
ｌ
の
旧
〒
卿

○
川
本
ム
ス
リ
ム
脇
全
０
３
（
３
７
０
）
３
４
７
６

吸
収
冊
渋
芥
Ⅸ
代
々
木
Ｉ
の
劉
の
４
〒
腸

Ｃ
ム
ス
リ
ム
学
化
協
会
（
川
本
）
０
３
（
４
６
７
）
３
５
２
１

鞭
求
協
川
畑
Ⅸ
駒
塒
４
の
５
の
調
留
学
堆
会
館
〒
脇

○
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
協
会
０
３
（
４
６
７
）
２
０
３
６

山
蝋
祁
渋
待
Ⅸ
耐
ヶ
谷
２
の
脚
の
鰯
〒
圃

○
川
本
イ
ス
ラ
ー
ム
川
体
脇
蝋
会
（
代
及
斉
戯
賊
平
）

山
京
祁
側
倣
巾
巾
２
の
魂
の
弧
〒
庇

○
在
川
ト
ル
コ
人
協
会
０
３
（
４
６
９
）
０
８
０
４

束
唯
郎
渋
が
Ⅸ
入
山
町
ｉ
の
陥

○
在
川
ｆ
ン
ド
・
不
シ
ァ
人
ム
ス
リ
ム
峨
会

収
京
晶
舳
川
Ⅸ
來
八
Ⅸ
川
２
の
９
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
使
館
凱
付

０
３
（
４
４
１
）
４
２
０
１
内
線
弱

○
川
本
イ
ス
ラ
ー
ム
救
阻
０
３
（
２
０
５
）
１
３
１
３

束
康
祁
新
椚
Ⅸ
軟
舜
伎
町
１
の
５
の
４
第
六
荒
井
ビ
ル
４
Ｆ

○
ユ
ー
ス
・
ム
ス
リ
ム
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

吸
収
品
世
Ⅲ
緋
Ⅸ
ｋ
＃
喧
５
の
羽
の
旧
フ
ァ
・
・
ん
人
ｆ
戦
地
り
〒
卿

０
３
（
４
１
４
〉
３
２
１
７
イ
ク
パ
ル
・
ハ
｝
－
１
フ
槻
〃

Ｏ
パ
十
ス
ダ
ン
協
会
０
卸
（
８
３
６
）
０
１
９
３

噸
京
郁
杉
帷
Ⅸ
艸
峨
１
の
４
の
２
マ
ト
ル
ー
ブ
・
ア
リ
様
力

イ
ス
ゥ
Ｉ
ム
に
つ
い
て
の
紺
出
版
物
を
御
希
剋
の
〃
は
．
左
把
の

鋼
川
体
へ
御
述
絡
ド
さ
い
。
な
お
師
趨
金
曜
Ⅱ
、
東
京
と
神
・
脚
の
モ

ス
ク
に
お
い
て
。
災
会
礼
拝
を
鵬
↑
の
卜
二
時
半
よ
り
付
な
う
て
お
り

ｆ
す
。
ふ
る
っ
て
御
参
加
ド
さ
い
。

横
浜

○
イ
ス
ラ
ー
ム
牧
荷
燗
報
セ
ン
タ
ー
０
４
５
（
５
７
４
）
２
６
０
７

横
浜
市
餌
兇
区
賜
瑚
２
の
吃
の
叩

京
都

○
関
西
ム
ス
リ
ム
学
生
協
会
０
７
５
（
６
４
１
）
０
２
９
２

京
都
市
伏
見
Ⅸ
深
草
大
門
町
記

Ｑ
日
本
イ
ス
ラ
ー
ム
友
愛
協
会
０
７
５
（
６
４
２
）
１
３
４
６

京
郁
巾
伏
見
区
深
箪
阿
浦
町
４
の
妬
築
山
投
計
砺
務
所
〒
醜

大
阪

○
Ⅱ
本
叫
教
＃
院
０
６
（
３
６
３
）
３
０
２
７

０
６
（
３
６
３
）
３
０
２
９

大
阪
市
北
区
西
天
満
４
の
６
の
脆
一
↓
一
和
ビ
ル
３
Ｆ
〒
知

神
戸

○
神
戸
イ
ス
ラ
ー
ム
モ
ス
ク
０
７
８
（
２
３
１
）
６
０
６
０

神
戸
巾
中
央
区
中
山
手
通
り
２
の
妬
の
脚
〒
卸

徳
島

Ｏ
徳
島
イ
ス
ラ
ー
ム
教
育
セ
ン
タ
ー

“
“
小
岬
細
緋
畔
曄
丁
賑
加
娠
恥
配
岻
躯
犀
２
２
）
４
０
８
６

仙
台

○
イ
ス
ラ
ー
ム
文
化
セ
ン
タ
ー
０
２
２
２
（
６
７
）
ｌ
７
１
６

仙
台
市
片
平
１
の
２
の
㈹
藤
琵
ビ
ル
３
Ｆ

金
沢

○
冊
本
イ
ス
ラ
ー
ム
青
年
同
盟
０
２
７
６
（
４
４
）
７
０
１
９

金
沢
市
泉
繊
町
１
の
７
の
２
泉
屋
露
店
〒
蝿

北
海
道

Ｏ
北
海
過
イ
ス
ラ
ー
ム
協
会
０
１
４
４
（
７
３
）
２
９
１
６

簡
小
枚
市
内
椰
町
２
の
２
の
粥
の
皿
村
井
日
出
子
槻
方

Ｏ
苫
小
牧
イ
ス
ラ
ー
ム
ソ
サ
エ
テ
ィ
０
１
４
４
（
７
２
）
５
１
８
６

簡
小
枚
巾
弥
唯
２
丁
目
３
の
ｌ
の
、
荒
井
節
雄
梯
方

写ン
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★
イ
ス
ラ
ー
ム
入
門
シ
リ
ー
ズ

「
サ
ラ
ー
ト
』
〈
礼
拝
）
①

『
サ
ゥ
ム
』
（
断
食
）
②

『
ザ
カ
ー
ト
』
（
喜
捨
）
③

『
ハ
ッ
ジ
』
（
巡
礼
）
④

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
生
き
方
』
⑤

『
ム
ハ
ン
マ
ド
』
⑥

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
談
族
生
活
』
⑦

『
イ
ス
ラ
Ｉ
ム
の
政
治
理
論
』
⑧

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
休
日
と
儀
式
』
⑨

『
イ
ス
ラ
ー
ム
と
女
性
』
⑩

★
そ
の
他
の
刊
行
物

『
宗
教
は
過
去
の
も
の
か
』
⑪
⑫

弔
何
率
一
万
川
坐
唖
鐘
需
極
檸
一
⑬

『
イ
ス
ラ
ー
ム
と
社
会
的
責
任
』
⑭

『
聖
ク
ル
ァ
ー
ン
と
ハ
デ
ィ
ー
ス
」
Ｉ
、
Ⅱ
⑮

兎
擶
喧
麓
認
施
に
」
⑰

「
預
言
者
と
し
て
の
ム
ハ
ン
マ
ド
」
⑬

「
神
の
預
言
者
達
』
⑲

『
イ
ス
ラ
ー
ム
の
子
供
の
本
」
⑳

｜
刊
行
物
察
内
一

『
イ
ス
ラ
ー
ム
と
は
な
に
か
」
⑳

雫
麺
峠
露
御
鐸
吻
裡
僻
嵯
坐
哩
絶
版

『
ヒ
ジ
ュ
ラ
・
カ
レ
ン
ダ
ー
』
⑳

★
『
ア
ッ
サ
ラ
ー
ム
』
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー

一
’
五
・
八
号
は
絶
版
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

六
号
「
ジ
ャ
ー
ヒ
リ
ー
ヤ
の
ア
ラ
ビ
ア
」

「
イ
ス
ラ
ー
ム
教
と
仏
教
」

七
号
「
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
と
マ
ッ
コ

イ
・
タ
イ
ナ
ー
」

九
号
「
メ
ッ
カ
大
巡
礼
ｌ
ハ
ッ
ジ
」

十
号
「
ム
ハ
ン
マ
ド
」

十
一
号
「
聖
地
エ
ル
サ
レ
ム
」

十
二
号
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
他
哩
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」

十
三
号
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
ム
ス
リ
ム
」

十
四
号
「
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
・
ム
ス
リ
ム
Ⅱ
」

十
五
号
「
イ
ス
ラ
ー
ム
未
来
へ
の
挑
戦
」

十
六
号
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
人
権
問
題
」

十
七
号
「
イ
ス
ラ
ー
ム
復
興
の
根
底
を
探
る
」

十
八
号
「
エ
ル
サ
レ
ム
解
放
に
向
け
て
」

十
九
号
「
エ
ル
サ
レ
ム
そ
の
現
代
的
視
点
」

二
十
号
「
信
教
の
自
由
」

二
十
一
号
「
サ
ハ
ー
バ
の
時
代
」

‐＝
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